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爆がこれいだわ～

4日 3日食堂に欅の飾 llttlf

をし、お花見気分て三色団子

か擢餅のこちらかお好きな方

を選んで食べて頂き参した。

毎年皆さんこちらにしようか

悩きれきすが今年勝欅餅が人

気でした。癒され春したわ♪

|バーベキューを行いました ′

|お肉・野菜・続きそ!ずを歳火

:で続いてたくさん食べて頂き

1春した♪かばちゃが甘くて美

1味しい～こ好評てしたが不動

のヽ人気勝やっぱι:焼きそば′
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特Ell養護者人ホーム朝日荘

季節は少し前ですが、天気が良い日は桜

を見に行つたり、お茶会を開いたりしまし

た

コロすも徐腱に緩和され、元の生活に戻

りつつあります。感染対策には十分気をつ

けながら沢山の行事をご利用者と楽しみた

いと思つています

辟絃倅鱚鯰

:鶉 :

:魃 :

笞
:―・ ―
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職員研修‐
職員研修を開催しまし

た。この日は新たに改正

された「□腔管理体制」

についての説明等行いま

した

□腔ケアは ①□腔疾
患の予防②感染症の予

防③□腔機能の維持・

向上④栄養改善等に効

果的であることが示され

ており、高齢者施設でも

その重要性は認識されて

います いつまでもお□
からお食事できるよう取

組んでいきます

じゃがいもちいさいね～

ジャガイモと玉ねぎ/o3

癬来たのでご利霜者と収

穫し讀した。

みなさん真実」です



ヲ 看護室便り 裂
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ヽみなさん、こんにちは、いかがお過ごしでしょうか?暑い日が続きま

参理も琶取り介護|こなつた薄を紹介llたします0

鰊電魔澄8意辱蒙碁僑落ぎじ讐栗墓よ声霜超醤麟お指百晟漿薩暮オ。
奪‐やすいため注意が必要です。

Ⅲ汗代子様98歳
OFE託医 よ り ,い臓 の 働 き が 悪 <急 変 も あ り 得 る
と の お 話 が あ り ま し た 。

長 男 さ ん に 検 奎 結 果 を お 伝 え し た と こ ろ 、

心 不 全 で 入 院 した 8寺も 「 良 <は な ら な い 」
と 医 師 か ら 伝 え ら れ た そ う で す 。 長 男 さ ん

と も 相 談 し、 悪 い 状 態 は 前 か ら で 、 急 に

検 査 結 果 が 悪 <な つ た の な ら 入 院 も 考 え
る が 、 そ う で は な い の で 高 齢 で も あ る し最 期

ま で 朝 日 荘 で 生 活 を さ せ て ほ し い と い う 意 向

で 蕎 取 り 介 護 に な り ま し た 。

千 代 子 様 が 元 気 な 頃 は 、 趣 味 で パ ッ チ ワ ー

ク の 手 提 げ を 作 つ た り 編 み 物 で シ ョ ー ル を 作

つ た り さ れ て い た そ う で す 。

そ の 作 品 を 長 男 さ ん が 持 参 さ れ て 、 お 部 屋 に

飾 つ て い ま す 。 野 球 や 相 撲 も 大 好 き で 観 戦

さ れ て い た そ う で す 。 も ち ろ ん 野 球 は 中 日

フ ア ン 。 食 べ 物 は な ん で も 召 し 上 が り ま す が 、

う な ぎ 、 鰻 頭 が 好 物 で す 。

_~5に は 大 も い て 、 名 前 は 「 ま る ち ゃ ん 」
と い つ て と て も 可 愛 が つ て お り 、 亡 <
な っ て し ま っ た 8寺は 泣 い て ば か り の 毎 日

だ っ た よ う で す 。

千 代 子 様 は オ ム ツ を 付 け る こ と な <ご 自 分
で トイ レ を 済 ま さ れ ま す 。 排 泄 が 終 わ り 、

職 員 が ケ ア を す る と
「 あ り

が と う 、 す ま ん ね 」

と 言 葉 が 返 つ て き ま す 。 職 員 も そ の 言 葉 で

救 わ れ ま す 。

朝 日 難 で は そ の 方 に 合 っ た お 世 話 を さ せ て

い た だ き 、 生 活 の 質 を 大 切 に し た い と 思 つ て

い ま す 。

思 い や り の 気 持 ち を 大 切 に 、 皆 さ ん が 最 期

ま で 快 適 に 過 ご し て い た だ け る よ う 、 職 員 も

一 緒 に 生 活 して い ま す 。



鸞 朝 日デ イ サービス 腋

本 政 建設 さん

「 げゞ―,園見号、R
久 しぶ りの外 出行 事 !

い るい ろな種 類 の ば らをみ て

皆 さ ん暮 ば れ て い ま した。

|:風船 バ レー

1漢字 パ ズ ル

顧瘍難繭た条

軽 のぼ り

づ く り
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熱中症予防はできていますか ?

『

言うli』 :l[i:1::〔 Ili][よ ヽ[[i[]
です。梅雨の晴れ間や梅雨明けの時期も注意が必要です。
高齢者は温度に対する感覚が弱くなるため、室内でも熱中症

塚な〔

｀

株:盲樺島雇復讐源盟嘉菖卜弄房皇警層量じ与r潔高
の熱を周囲に逃がそうとします。 しかし、老化が進むとこれ
らの増カロの開始が遅れ、若者にしヒベて体の熱を周囲に逃す熱
放散能力が低 く、深部体温が上昇 しやすくなります。それ以

螢したk言撃言電子「 線衡蕊泉雰量が霧ふt妥 二[言 :｀挨あ
渇きを感じにくくなったりすることで、熱中症にかかりやす

逸だ通醤じ専I謄暑言Fは
自分自身も、周囲にいる人も熱中

力 を合 わせ て

カ ラフル な

襲 のぼ りが

で き た よ !

朝日介護サービスセンター

霊譲る購麗からと本分を鸞畿せ彗、こま

めな水分鶴韓覆心議 1夕康

しよう。洋覆かしヽた舞鐘、

邁震な蟻分機総議懸爾て

ζ「 ,

餃機奪を感じなくても、纏饉
の糞や撃し罐 購 :こ燿灌腱

話を鐵議、議度が上がった

らXア碧ンをつける琴と、
摯:こ壌慧しましょう。

諄エア酵ンや購轟饉が彗手な人 4ぶ、議

爆慶鹸鐵 :こ気を付けたり、鐘難きを購
鰺するなこ菫夫してみ家しょう,な鰺
の撃方が分 からな しヽ

人 4諫、豊 逓 な 人 :こ 纏

畿しましょう .

諄
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大きな作品を
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つ
の
対
策

①
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

ｏ
生
活
リ
ズ
ム
を

一
定
に
す
る

②
冷
房
で
身
体
を
冷
や
さ
な
い
。
室
内
外
の
激
し
い
温
度
差
は
、

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
を
引
き
起
こ
す
原
因
で
す

③
入
浴
時
は
湯
船
に
浸
か
る

④
睡
眠
を
し
つ
か
り
と
る

⑤
適
度
な
運
動
を
心
が
け
る

⑥
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る

⑦
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
る

夏
バ
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二
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ビ
タ
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ン
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富
な
豚
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三
位

・
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
ペ
プ
チ
ド
と
タ
ウ
リ
ン
の
カ
ツ
オ

四
位

・
疲
れ
や
す
い
体
に
鉄
分
補
給
レ
バ
ー

五
位

。
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
の
補
給
に
ウ
ナ
ギ

Ｅ
パ
テ
賄
止
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位
の
鶏
む
わ
肉

を
使
った
人
気
メ
一「
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とにかくさ～ばり !梅千しで疲労回

復 !簡単美味しい☆鶏むね肉ときゅ

うりのさっぱり梅肉和え !

きゅうりを縦

半分に切つて

斜め切 りにし

ボウルに入れ

塩もみして少

し時間を置き

ます。軽く水

で流しぎゅ―つ

と絞り水気を

切ります。

胸肉を二枚

におろ し広

げ耐熱皿 に

置 きラップ

をかけて レ

ンジで 5分

加熱します。

租熱が とれ

た ら細 く手

で割きます。

梅干しのタネ

をとリシソも

あれば一緒に

まな板にのせ

包丁で叩くよ

うに細かく劾

みます。ボウ

ルに★の調味

料と梅を合わ

せます。

きゅうりと鶏

むね肉、い り

ごまをカロえ混

ぜ合えて完成

です !

翻
鶏むね肉

きゅうり

梅千し

いりごま

★酢

★醤油

★砂糖

1枚

2本

2ケ

大さじ1

/Jヽさじ3

小さじ2

小さじ2

朝
日
荘
を
御
支
援

い
た
だ
い

た
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

（令
和
六
年
六
月
ま
で
　
敬
称
略

・
順
不
同
）

加
藤
勝
晴
、
岸
野
春
夫
、

尾
西
市
美
容
組
合

編
集
維
記

昨
年
、
植
え
た
青
シ
ソ

の
タ
ネ
が
落
ち
て
今
年
い

く
つ
か
芽
が
出
ま
し
た
。

す
で
に
薬
味
に
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
の

家
庭
菜
園
は
ト
マ
ト
と
ゴ
ー

ヤ
に
挑
戦
―
い
く

つ
実
を

付
け
て
く
れ
る
か
今
か
ら

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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